
平
成
二
十
一
年
は
暗

雲
立
ち
こ
め
る
中
、
幕

を
開
け
た
。
人
員
削
減

の
動
き
は
急
で
あ
り
、

若
者
を
中
心
に
多
く
の

人
が
職
や
住
居
を
失
っ

た
。
こ
れ
ま
で
、
契
約

社
員
で
も
「
直
接
雇
用
」

で
あ
っ
た
職
が
、
「
派

遣
」
に
置
き
換
わ
っ
た

こ
と
が
そ
の
原
因
と
さ

れ
て
い
る
。
だ
が
、
い

わ
ゆ
る
「
解
雇
四
条
件
」

に
よ
っ
て
雇
用
が
守
ら

れ
て
い
た
時
代
に
も
、

下
請
け
と
大
企
業
の

「
二
重
構
造
」
、
「
ジ
ャ

ス
ト
イ
ン
タ
イ
ム
」
の

厳
守
、
退
職
強
要
の
た

め
の
不
当
な
配
置
転
換

や
「
研
修
」
な
ど
、
様
々

な
雇
用
調
整
が
行
わ
れ

て
き
た
。
「
家
族
的
雇

用
形
式
」
を
懐
か
し
ん

だ
り
、
「
正
社
員
」
に

登
用
す
れ
ば
解
決
す
る

と
い
う
よ
う
な
議
論
は
、

日
本
型
雇
用
の
「
光
」

し
か
見
て
い
な
い
も
の

だ
。
む
し
ろ
、
こ
れ
を

「
パ
ラ
ダ
イ
ム
転
換
」

の
好
機
と
と
ら
え
、
日

本
の
企
業
、
労
働
者
に

ド
ラ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
意

識
改
革
が
で
き
な
い
だ

ろ
う
か
。

確
か
に
、
「
派
遣
切

り
」
禁
止
で
一
時
的
に

雇
用
は
守
ら
れ
る
が
、

そ
れ
は
応
急
処
置
に
し

か
な
ら
な
い
。
こ
の
よ

う
な
小
手
先
の
対
策
で

は
、
わ
れ
わ
れ
が
長
年

に
わ
た
っ
て
主
張
し
て

き
た
、
「
余
暇
社
会
」

は
永
遠
に
訪
れ
な
い
。

ま
た
、
昨
年
の
新
年
号

で
取
り
上
げ
た
「
ワ
ー

ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン

ス
」
社
会
の
実
現
も
難

し
い
。

こ
こ
に
き
て
「
ワ
ー

ク
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
」
の

実
現
を
模
索
す
る
動
き

が
各
所
で
見
ら
れ
て
い

る
。
一
人
あ
た
り
の
労

働
時
間
を
短
縮
し
、
減

少
す
る
仕
事
を
多
く
の

人
で
分
か
ち
合
う
こ
と

で
、
雇
用
を
確
保
し
よ

う
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
議
論
は
「
緊

急
対
応
型
ワ
ー
ク
シ
ェ

ア
リ
ン
グ
」
を
念
頭
に

行
わ
れ
て
い
る
が
、
こ

れ
入
り
口
に
最
終
的
に

「
多
様
就
業
型
ワ
ー
ク

シ
ェ
ア
リ
ン
グ
」
へ
結

び
つ
け
、
労
働
時
間
短

縮
と
余
暇
時
間
の
創
出

へ
の
道
筋
を
つ
け
る
よ

う
に
提
案
し
た
い
。
後

者
は
勤
務
の
仕
方
を
多

様
化
し
、
女
性
や
高
齢

者
を
は
じ
め
と
し
て
、

よ
り
多
く
の
方
に
雇
用

機
会
を
与
え
る
こ
と
を

目
的
と
し
た
ワ
ー
ク
シ
ェ

ア
リ
ン
グ
で
あ
る
。
こ

の
ワ
ー
ク
シ
ェ
ア
リ
ン

グ
を
行
え
ば
、
労
働
時

間
が
減
少
し
や
す
く
な

り
、
「
余
暇
時
間
」
の

増
加
も
期
待
で
き
る
。

残
念
な
が
ら
、
経
営
者

側
の
ワ
ー
ク
シ
ェ
ア
リ

ン
グ
論
は
、
労
働
時
間
、

雇
用
問
題
の
面
か
ら
語

ら
れ
る
が
、
こ
れ
は
余

暇
価
値
を
軽
視
し
て
き

た
日
本
社
会
で
は
や
む

を
得
な
い
こ
と
と
い
え

る
。
ま
ず
「
緊
急
対
応
」

の
、
ワ
ー
ク
シ
ェ
ア
リ

ン
グ
を
導
入
し
、
余
暇

時
間
の
増
加
、
労
働
時

間
の
削
減
を
行
い
、

「
余
暇
価
値
革
命
」
を

お
こ
し
、
最
終
的
に

「
多
様
就
業
型
ワ
ー
ク

シ
ェ
ア
リ
ン
グ
」
を
定

着
さ
せ
る
の
で
あ
る
。

そ
の
結
果
、
育
児
・
介

護
等
を
行
っ
て
い
る
従

業
員
に
対
す
る
短
時
間

勤
務
制
度
等
も
導
入
し

や
す
く
な
り
、
豊
富
な

経
験
と
能
力
の
蓄
積
の

あ
る
高
年
齢
者
が
企
業

で
活
躍
す
る
こ
と
も
容

易
に
な
り
「
ワ
ー
ク
・

ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
」

社
会
へ
の
転
換
も
し
や

す
く
な
る
。

ま
た
雇
用
保
険
に
よ
る

「
職
業
訓
練
」
の
充
実

を
、
提
案
し
た
い
。
一

年
間
程
度
の
雇
用
、
週

二
十
時
間
の
労
働
を
基

準
と
し
て
き
た
雇
用
保

険
の
加
入
資
格
を
緩
和

し
よ
う
と
す
る
動
き
が

あ
る
が
、
そ
れ
は
あ
く

ま
で
「
失
業
給
付
」
を

念
頭
に
置
い
た
議
論
で

あ
る
。
失
業
を
繰
り
返

さ
ず
、
多
様
な
職
業
選

択
を
可
能
に
す
る
た
め

に
も
雇
用
保
険
の
「
雇

用
能
力
開
発
給
付
」
に

注
目
す
べ
き
で
あ
る
。

そ
れ
に
よ
り
、
増
加
し

た
余
暇
時
間
を
有
効
に

活
用
し
、
柔
軟
な
雇
用

体
系
に
対
応
で
き
る
人

材
を
育
成
す
る
の
で
あ

る
。
雇
用
保
険
の
あ
り

方
を
余
暇
利
用
と
絡
め

て
見
直
す
こ
と
も
必
要

で
あ
る
。

今
年
、
ワ
ー
ク
シ
ェ

ア
リ
ン
グ
に
関
す
る
議

論
が
活
発
化
す
る
の
は

間
違
い
な
い
。
増
加
せ

ざ
る
を
得
な
い
「
余
暇
」

を
ど
の
よ
う
に
活
用
し
、

ど
の
よ
う
な
生
活
ス
タ

イ
ル
を
描
く
の
か
、
余

暇
と
労
働
に
関
す
る
パ

ラ
ダ
イ
ム
を
大
き
く
変

化
さ
せ
る
「
余
暇
価
値

革
命
」
の
好
機
で
あ
る
。

こ
れ
ま
で
「
カ
イ
シ
ャ
」

が
人
々
の
絆
で
あ
り
、

働
く
こ
と
の
意
義
を
過

度
に
強
調
し
て
き
た
社

会
構
造
を
改
め
、
「
余

暇
価
値
」
を
高
め
た
社

会
を
作
り
上
げ
る
機
会

と
し
た
い
。
そ
れ
を
成

功
さ
せ
る
た
め
に
は
、

余
暇
時
間
の
充
実
が
重

要
で
あ
り
、
日
本
余
暇

学
会
の
役
割
も
き
っ
と

大
き
く
な
る
は
ず
だ
。

（
編
集
部
）
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第６５号
日本余暇学会事務局
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日野市神明1-13-1

実践女子短期大学

生活福祉学科薗田研究室内

℡FAX 042-584-5428
e-mail

info@yokagakkai.jp
Home Page

http://www.yokagak
kai.jp/

会費納入のお願い

平成2１年度会費の納入をよろしくお願いします。

口座番号:00140-9-729065

加入者名:日本余暇学会

会費:一般会員10,000円

学生会員5,000円
＊新しい学会パンフレットができました。

ワ
ー
ク
シ
ェ
ア
リ
ン
グ

時
代
に

「
余
暇
価
値
革
命
」
を



﹇
一
月
﹈

4
日

治
安
悪
化
の
た

め
「
パ
リ
・
ダ
カ
ー
ル
・

ラ
リ
ー
」
中
止
発
表

7
日

自
費
出
版
大
手

「
新
風
舎
」
民
事
再
生

法
申
請

8
日

07
年
度
ゲ
ー
ム

市
場
過
去
最
高

六
八

七
六
億
円

11
日

厚
労
省
日
雇
派

遣
「
グ
ッ
ド
ウ
ィ
ル
」

に
事
業
停
止
命
令

28
日

日
本
マ
ク
ド
ナ

ル
ド
に
残
業
代
支
払
い

命
令

﹇
二
月
﹈

7
日

平
塚
競
輪
・
最

大
12
億
円
の
払
戻
金
と

な
る
「
チ
ャ
リ
ロ
ト
」

の
四
月
導
入
を
決
定

15
日

小
中
学
校
学
習

指
導
要
領
改
定
を
発
表
、

09
年
か
ら
脱
・
ゆ
と
り

教
育
鮮
明
に

26
日

杉
並
区
立
和
田

中
で
「
夜
ス
ペ
」
始
ま

る27
日

「
小
学
生
・
放

課
後
は
6
割
が
屋
内
で

遊
ぶ
」
京
大
大
学
院
チ
ー

ム
Ｇ
Ｐ
Ｓ
で
調
査

﹇
三
月
﹈

7
日

Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
が

「
対
日
経
済
審
査
報
告

書
」
で
日
本
に
非
正
規

社
員
の
待
遇
改
善
を
求

め
る

14
日

「
銀
河
」
「
な

は
」
「
あ
か
つ
き
」
の

三
寝
台
列
車
、
ダ
イ
ヤ

改
正
で
姿
消
す

26
日

内
閣
府
、
ワ
ー

ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン

ス
進
捗
状
況
を
指
標
化

31
日

大
宮
・
鉄
道
博

物
館
、
開
館
五
ヶ
月
半

で
入
場
者
百
万
人
突
破

﹇
四
月
﹈

12
日

高
知
市
の
映
画

館
、
配
給
会
社
の
要
請

で
、
映
画
「
靖
国YA

SUK
UNI

」
の
上
映
延
期

18
日

北
京
五
輪
聖
火

リ
レ
ー
を
め
ぐ
り
各
地

で
混
乱
。
善
光
寺
、
リ

レ
ー
出
発
地
点
を
返
上

﹇
五
月
﹈

2
日

平
塚
競
輪
「
チ
ャ

リ
ロ
ト
セ
レ
ク
ト
」
で

競
輪
史
上
最
高
の
一
一

三
二
万
五
八
二
〇
円
の

払
い
戻
し

20
日

成
田
空
港
開
港

三
十
周
年

23
日

07
年
過
労
自
殺
、

最
多
の
81
人(

厚
労
省
ま

と
め)

﹇
六
月
﹈

23
日

総
務
省
「
地
デ

ジ
」
完
全
移
行(

11
年
7

月)
へ
向
け
て
普
及
対
策

発
表

﹇
七
月
﹈

1
日

製
造
業
な
ど
で

の
日
雇
派
遣
を
原
則
禁

止
を
法
制
化

3
日

総
務
省
・
非
正

規
労
働
者
の
割
合
が
35
・

５
%
、
20
年
間
で
倍
近

く
に
な
っ
た
と
発
表

4
日

デ
ジ
タ
ル
放
送

の
コ
ピ
ー
回
数
を
増
加

す
る
「
ダ
ビ
ン
グ
10
」

始
ま
る

6
日

ユ
ネ
ス
コ
32
回

世
界
遺
産
委
員
会
で

「
平
泉
」
が
落
選

19
日

内
閣
府
「
生
涯

学
習
」
に
関
す
る
世
論

調
査
「
生
涯
学
習
経
験

あ
る
」
が
微
減
、
「
忙

し
く
て
・
・
」
が
47
%

22
日

内
閣
府
「
ワ
ー

ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン

ス
」
普
及
の
一
環
と
し

て
「
カ
エ
ル
・
ジ
ャ
パ

ン
」
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の

シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
提
供

を
始
め
る

23
日

「
ハ
リ
ー
ポ
ッ

タ
ー
」
最
終
巻
に
行
列

31
日

経
済
生
産
性
本

部
「
レ
ジ
ャ
ー
白
書
二

〇
〇
八
」

余
暇
時
間
、
支
出
に
お

い
て
「
ゆ
と
り
格
差
」

拡
大
、
身
近
な
行
楽
や

家
庭
用
ゲ
ー
ム
機
が
好

調﹇
八
月
﹈

2
日

赤
塚
不
二
夫
さ

ん
死
去

8
日

北
京
五
輪
開
幕

18
日

夏
の
甲
子
園
、

大
阪
桐
蔭
高
校
優
勝

24
日

北
京
五
輪
閉
幕

﹇
九
月
﹈

3
日

日
欧
米
九
カ
国

中
、
日
本
の
年
間
有
給

休
暇
取
得
数
は
８
日
で

最
低
。
最
高
は
仏
の
34

日
。
有
給
休
暇
完
全
消

化
者
の
割
合
、
最
低
は

日
本
（
13
%
）
、
最
高

は
独
（
81
%
）
﹇
旅
行

会
社
調
査
﹈

6
日

北
京
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
開
幕
﹇
17
日
ま

で
﹈
9
日

七
、
八
月
の
山

岳
遭
難
者
、
過
去
最
多

﹇
警
察
庁
﹈

26
日

文
化
庁
、
世
界

文
化
遺
産
・
推
薦
国
内

暫
定
リ
ス
ト
に
五
件
追

加
、
三
内
丸
山
遺
跡
、

佐
渡
・
相
川
金
山
な
ど
。

﹇
十
月
﹈

1
日

観
光
庁
が
発
足

9
日

全
国
の
ホ
テ
ル
・

旅
館
の
約
四
割
が
外
国

人
旅
行
者
受
け
入
れ
ず

﹇
総
務
省
調
査
﹈

﹇
十
一
月
﹈

5
日

ユ
ネ
ス
コ
90
件

を
無
形
文
化
遺
産
に
登

録
。
日
本
か
ら
は
能
楽
、

歌
舞
伎

21

日

二
〇
〇
八
年

「
青
少
年
白
書
」

「
親
子
の
時
間
」
大
幅

減
少
。
ほ
と
ん
ど
な
い

が
激
増
、
四
時
間
以
上

が
減
少

22
日

政
府
調
査
「
外

国
人
観
光
客
の
増
加
」

に
対
し
、
日
本
人
の
五

割
強
が
「
不
安
」
と
回

答
。

25
日

成
田
空
港
の
利

用
客
、
通
算
七
億
人
に

達
す
る

27
日

消
費
者
注
目
商

品
ラ
ン
キ
ン
グ
、
「
家

庭
用
ゲ
ー
ム
機
」
「
大

型
テ
レ
ビ
」
な
ど

﹇
十
二
月
﹈

26
日

政
府
は
12
月
６
日
に
死

去
し
た
、
作
曲
家
の
遠

藤
実
氏
に
国
民
栄
誉
賞

を
贈
る
こ
と
を
決
定

(

一
月
発
表)

日
本
を
訪
れ
た
外
国
人

観
光
客
が
、
前
年
の
同

月
比
か
ら
24
％
減
少
。

８
月
か
ら
５
か
月
連
続

の
減
少
。
韓
国
人
観
光

客
は
、
２
か
月
連
続
で

ほ
ぼ
半
減
（
48
・
３
％

減
）
08
年
に
日
本
を
訪

れ
た
外
国
人
観
光
客
は

八
三
五
万
二
千
人
、
前

年
か
ら
ほ
ぼ
横
ば
い
。

（
国
際
観
光
振
興
機
構
）
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二
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〇
八
年
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ェ
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ト



二
〇
〇
八
年
十
月
六

日
（
月
）
〜
十
日
（
金
）
、

カ
ナ
ダ

ケ
ベ
ッ
ク
州

ケ
ベ
ッ
ク
市
コ
ン
ベ
ン

シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
で
第

10
回
世
界
レ
ジ
ャ
ー
会

議
（World

Leisure
C
on
g
re
ss

）
が
開
催
さ

れ
た
。
こ
の
会
議
は
、

世
界
レ
ジ
ャ
ー
機
関

（World
Leisure

Organization
www.worldleisure.or
g

：
事
務
局

米
国
北
ア

イ
オ
ワ
大
学
ウ
エ
ル
ネ

ス
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
セ
ン
タ
ー
内
）
の
主

催
で
開
催
さ
れ
る
も
の

で
、
二
年
に
一
度
開
催

さ
れ
て
い
る
。
世
界
レ

ジ
ャ
ー
機
関
は
、
そ
の

前
身
は
ア
メ
リ
カ
で
誕

生
し
た
国
際
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
協
会(I
RA)

で
あ

り
、
そ
の
後
、
世
界
レ

ジ
ャ
ー
・
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
協
会(W

LRA

）
へ

の
改
名
を
経
て
現
在
の

名
称
に
な
っ
た
。
国
連

教
育
科
学
文
化
機
関
（U

NESCO

）
に
対
す
る
余
暇

問
題
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と

し
て
の
役
割
も
果
た
し

て
い
る
。

今
回
の
参
加
者
40
カ

国
約
二
五
〇
〇
名
の
内

日
本
人
参
加
者
は
33
名

で
あ
っ
た
が
、
こ
の
人

数
は
10
月
４
日
か
ら
同

じ
会
場
で
開
催
さ
れ
た

国
際
キ
ャ
ン
プ
会
議
と

10
月
６
・
７
日
を
合
同

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
し
た
た

め
、
国
際
キ
ャ
ン
プ
会

議
の
参
加
者
28
名
を
加

算
し
た
人
数
で
あ
る
。

日
本
人
参
加
者
の
内
、

５
名
は
下
記
の
ポ
ス
タ
ー

発
表
を
行
っ
た
。

１
．
澤
村

博
（
レ
ジ
ャ
ー

/

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
学

会
員
：
日
本
大
学
）

川
井
昴
（
日
本
大
学
）
・

恩
田
裕
介
（
日
本
大
学
）

A
HistoricalStudyofthe

Establishm
entofthe

Japan

Recreation
Association

２
．
佐
橋
由
美
（
レ
ジ
ャ
ー

/

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
学

会
員
：
大
阪
樟
蔭
女
子

大
学
）

佐
藤
馨
（
び
わ
こ
成
蹊

ス
ポ
ー
ツ
大
学
）

Examiningthe
Effectiveness

ofleisure
Orientation

Constructas
Frameworkfor
Understanding

the
Factors

thatShapePeoples
Leisure

Lifestyle

大
会
の
内
容
は
、

「
開
会
式
（
国

際
キ
ャ
ン
プ
連

合
田
中
祥
子
副

会
長
の
挨
拶
も

あ

り
）

」

、

「
閉
会
式
」
、

「
五
大
陸
代
表

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
」
、

「
パ
ネ
ル
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
」

３
回
、
「
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
」

８
回
延
べ
183
分

科
会
、
「
フ
ィ
ー

ル
ド
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
（
兼
昼
食
）
」
、

「
ポ
ス
タ
ー
発

表
」
５
回
、
「
総
会
」
、

「
各
種
会
議
」
、
「
ト

レ
ー
ド
シ
ョ
ー
」
、

「
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
カ
ク

テ
ル
パ
ー
テ
ィ
ー
」
、

「
ケ
ベ
ッ
ク
市
四
百
年

祭
パ
ー
テ
ィ
ー
」
、

「
昼
食
会
」
２
回
、

「
晩
餐
会
」
２
回
で
、

研
究
発
表
演
題
数
：
601

題
（
ポ
ス
タ
ー
発
表
62

題
を
含
む
）
で
あ
っ
た
。

次
回
は
、
二
〇
一
〇

年
八
月
二
十
八
日
（
金
）

〜
九
月
二
日
（
木
）
に

韓
国
チ
ュ
ン
チ
ョ
ン
市

（
ソ
ウ
ル
市
近
郊
で
ド

ラ
マ
「
冬
の
ソ
ナ
タ
」

の
ロ
ケ
地
と
し
て
有
名

www.worldleisure201
0.org

）
で
開
催
さ
れ
る

予
定
だ
が
、
大
会
組
織

委
員
会
は
八
月
二
十
八

日(

土)

〜
九
月
五
日

（
日
）
に
第
一
回
ワ
ー

ル
ド
レ
ジ
ャ
ー
ゲ
ー
ム

ズ
と
い
う
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー

ツ
中
心
の
世
界
大
会
の

開
催
も
計
画
し
て
い
る
。

筆
者
は
、
来
日
し
た
大

会
組
織
委
員
か
ら
詳
し

い
資
料
50
セ
ッ
ト
を
受

け
取
り
、
日
本
余
暇
学

会
事
務
局
に
届
け
た
。

資
料
を
ご
希
望
の
会

員
は
事
務
局
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。
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第
10
回
世
界
レ
ジ
ャ
ー
会
議
報
告

上
智
大
学

師
岡
文
男

m
or
o
ok
a
@
so
p
h
ia
.
a
c.
j
p

＊以下の情報は韓国大会組織委員会のホームページによるものです。

本文とは関係ありません。

第１１回 ワールドレジャー総会概要
期間 2010年8月28日(土)～9月2日(木),６日間

場所 国立江原大学

(ペクリョン文化館,６０周年記念館など)

主催 春川市,ワールドレジャー機構,韓国余暇文化学会

主題 余暇とアイデンティティ(leisure and identities)

* 副題1．余暇と文化アイデンティティ

* 副題2．余暇と民族アイデンティティ

* 副題3．余暇と全地球,地域アイデンティティ

2009年 シンポジウム

期間 2009年8月28日(金)～8月29日(土)

場所 国立江原大学(60周年記念館)

テーマ 生活体育を通じたクォリティライフの向上



高
齢
社
会
に
向
け
た
余

暇
事
業
は
ど
う
あ
る
べ
き

か
、
著
者
の
提
案
を
中
心

と
し
た
新
刊
。
シ
ニ
ア
を

新
し
い
時
代
の
レ
ジ
ャ
ー

ク
ラ
ス
と
位
置
づ
け
、
シ

ニ
ア
を
担
い
手
と
し
て
、

日
本
の
余
暇
事
業
活
性
化

す
る
こ
と
を
提
案
し
て
い

る
。不

況
の
今
日
「
余
っ
た

暇
」
を
ど
の
よ
う
に
人
生

設
計
に
活
か
し
、
場
合
に

よ
っ
て
ど
の
よ
う
に
収
入

に
つ
な
げ
る
か
と
い
う
提

案
は
、
高
齢
者
の
み
な
ら

ず
す
べ
て
の
世
代
に
向
け

た
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
い
え
よ

う
。
特
に
第
二
章
は
ノ
ウ

ハ
ウ
が
満
載
で
、
若
い
う

ち
か
ら
読
ん
で
お
き
た
い
。

「
シ
ニ
ア
が
地
域
で
仕
事

を
つ
く
る
」
、
「
元
気
ワ
ー

ル
ド
を
実
現
す
る
た
め
に
」

は
、
老
後
を
考
え
始
め
た

中
高
年
に
大
い
な
る
教
示

と
な
る
。
こ
の
章
を
参
考

に
し
て
、
新
し
い
レ
ジ
ャ
ー

ク
ラ
ス
を
開
発
で
き
る
の

で
は
な
い
か
と
考
え
た
。

本
書
の
内
容
は
余
暇
事
業

の
動
向
や
、
こ
れ
か
ら
の

余
暇
事
業
へ
の
提
案
、
余

暇
学
の
基
礎
知
識
な
ど
余

暇
ビ
ジ
ネ
ス
に
関
わ
る
人
、

行
政
関
係
者
、
余
暇
研
究

者
、
こ
れ
か
ら
老
後
を
ど

の
よ
う
に
過
ご
す
か
考
え

て
い
る
人
な
ど
多
岐
に
わ

た
り
、
章
に
よ
っ
て
読
者

層
が
明
ら
か
に
異
な
り
、

読
者
層
が
絞
り
き
れ
て
い

な
い
印
象
を
受
け
る
。

ワ
ー
ク
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
社

会
に
多
く
の
ヒ
ン
ト
を
あ

た
え
る
本
で
あ
る
。

表
紙
の
不
思
議
な
デ
ザ

イ
ン
の
意
味
は
、
ア
メ
リ

カ
の
職
業
構
造
の
変
遷
を

示
し
て
い
る
。
ア
メ
リ
カ

ン
ド
リ
ー
ム
の
あ
っ
た
、

か
つ
て
ア
メ
リ
カ
社
会
は
、

底
辺
の
労
働
者
に
さ
え
上

昇
の
道
が
開
か
れ
た
ピ
ラ

ミ
ッ
ド
型
の
職
業
構
造
で

あ
っ
た
。
し
か
し
80
年
代

に
賃
金
の
二
極
化
が
進
み
、

幅
広
な
底
辺
に
対
し
、
上

部
は
極
端
に
尖
鋭
化
し
た

画
鋲
の
よ
う
な
か
た
ち
へ

と
変
化
し
た
。
こ
の
表
紙

は
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
を
画
鋲
が

突
き
破
る
様
を
表
し
、
低

ス
キ
ル
、
低
賃
金
労
働
者

と
、
よ
り
大
き
い
富
を
も

つ
少
数
の
強
者
が
独
占
す

る
様
を
対
比
し
て
い
る
。

尖
塔
は
よ
り
高
く
、
よ
り

尖
っ
て
い
く
。
そ
し
て
底

辺
は
、
ま
す
ま
す

拡
大
し
て
い
く
印

象
す
ら
う
け
る
。

本
書
に
は
約
20

ペ

ー
ジ

に
渡

る

「
誤
読
を
避
け
る

た
め
に
」
と
い
う

「
ま
え
が
き
」
が

あ
り
、
そ
こ
で
は

「
予
想
さ
れ
る
七

つ
の
反
応
・
反
論
」

が
想
定
さ
れ
て
い

る
。
さ
ら
に
後
書

き
は
、
訳
者
に
よ

る
日
本
の
文
脈
を

踏
ま
え
た
解
説･

論
点
提
起
が
つ
い

て
い
る
。
日
本
に

導
入
す
る
た
め
の

問
題
提
起
や
そ
の
可
能
性

に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
。

キ
ャ
リ
ア
ラ
ダ
ー
と
は
、

直
訳
す
れ
ば
「
キ
ャ
リ
ア

の
ハ
シ
ゴ
」
で
あ
る
。
終

身
型
の
雇
用
が
一
般
的
だ
っ

た
日
本
で
は
、
社
内
で
積

ん
だ
キ
ャ
リ
ア
が
、
転
職

後
に
評
価
さ
れ
る
こ
と
は

難
し
く
、
一
部
の
職
種
を

の
ぞ
け
ば
、
こ
れ
ま
で

「
ブ
ツ
切
り
」
の
ハ
シ
ゴ

が
多
く
見
ら
れ
た
。
「
社

歴
」
は
積
め
て
も
、
「
職

歴
」
は
積
み
に
く
い
の
が

「
日
本
型
雇
用
」
の
特
徴

だ
っ
た
。

そ
れ
と
は
対
照
的
に
、

こ
の
本
で
紹
介
さ
れ
た
ア

メ
リ
カ
の
キ
ャ
リ
ア
ラ
ダ
ー

制
度
は
、
連
続
、
階
層
化

し
た
し
た
キ
ャ
リ
ア
政
策

で
あ
る
。
こ
の
本
に
よ
れ

ば
ア
メ
リ
カ
で
は
仕
事
を

ス
キ
ル
レ
ベ
ル
に
応
じ
た

階
層
に
分
け
、
専
門
性
と

賃
金
を
高
め
る
ハ
シ
ゴ
が

あ
る
。
そ
し
て
、
労
働
者

は
職
場
を
移
動
し
て
も
、

キ
ャ
リ
ア
を
ア
ッ
プ
さ
せ

て
い
く
。
ア
メ
リ
カ
で
は

近
年
、
数
多
く
の
キ
ャ
リ

ア
ラ
ダ
ー
プ
ロ
グ
ラ
ム
が

立
ち
上
が
っ
た
と
い
う
。

本
書
は
医
療
、
保
育
、
伝

統
的
製
造
業
の
プ
ロ
グ
ラ

ム
や
政
策
を
評
価
、
紹
介

し
て
い
る
。

特
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ

レ
ッ
ジ
を
中
心
に
低
所
得

者
や
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
で
も
、

様
々
な
資
格
に
ア
ク
セ
ス

で
き
る
、
キ
ャ
リ
ア
ラ
ダ
ー

プ
ロ
グ
ラ
ム
用
意
さ
れ
て

い
る
の
が
興
味
深
か
っ
た
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
レ
ッ
ジ

の
仕
組
み
も
わ
か
り
や
す

く
紹
介
し
て
あ
る
。

今
号
も
編
集
の
都
合
か

ら
発
行
が
遅
れ
た
こ
と

を
お
詫
び
し
ま
す
。

次
号
は
平
成
二
十
一

年
度
日
本
余
暇
学
会
事

業
計
画
な
ど
を
掲
載
し

ま
す
。
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へ
ん
し
ゅ
う
の
あ
と

書
評『

シ
ニ
ア
余
暇
事
業
の

展
開
』

瀬
沼
克
彰

学
文
社

二
〇
〇
八

新刊本紹介

『地下鉄のミュージシャン
ニューヨークにおける音楽と政治』

スージー・Ｊ・タネンバウム著／宮入恭平訳
（朝日新聞出版刊）

ストリートカルチャー(路上文化)を研究するうえでの必読書

とされ、邦訳が待望されていた『アンダーグラウンド・ハーモ

ニー』の翻訳本。ニューヨーク地下鉄のプラットフォームや車

内で演奏しているミュージシャン、そして聴衆へのインタビュー

をとおして、多様な人種と文化が混在するニューヨークで集団

を結束させる音楽の可能性を探る。また、公共空間での地下鉄

音楽を規制しようとする警察や行政の役割を検証する。

1月20日発売

スージー・Ｊ・タネンバウム（Susie J. Tanenbaum）

ニューヨーク州クイーンズ区長のもと、地域・文化コーディネー

ターに従事している。地下鉄ミュージシャンのためのガイド

“Know your rights”の編纂にも携わっている。

訳者・宮入恭平氏は日本余暇学会会員。

書
評

『
キ
ャ
リ
ア
ラ
ダ
ー
と
は

何
か

ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
地
域

と
企
業
の
戦
略
転
換
』

J
・
フ
ィ
ッ
ジ
ェ
ラ
ル
ド

(

翻
訳)

筒
井
美
紀
、
阿
部
真
大

居
郷
至
伸

勁
草
書
房

二
〇
〇
八

余暇学研究
第12号

３月下旬発行予定

現在

編集しております!


